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WWW has developed rapidly, and it is becoming easy to make personal web sites. In general, we create and edit
web pages by using a HTML authoring software or writing HTML source codes in a text editor. Then, we need to
upload them to a web server. When we make and build our own web pages by using the existing tools, it takes a
lot of time and effort to complete the necessary tasks. In this paper, we propose a method for realizing a writable
web page that is a home page authoring support system in which we directly edit and make web pages on a web
browser. Current experimental results demonstrate that our system can effectively support novices to create their
web pages. Also, we show real-world applications that effectively utilize our system.

1. はじめに
近年，インターネットの汎用化とともに，WWWが急激に

発展している．それに伴い，Webサーバの数も増加し，個人用
Webページをもつ人が増えている．現在，Webページの作成
および編集を行う手段として，HTMLオーサリングソフトウェ
ア [2]などの利用や，テキストエディタでの HTMLソースの
記述などがあげられる．しかし，Webページ作成の際，ユーザ
には様々な負担がかかる．具体的に，前者は，ソフトウェアの
ダウンロードやインストール，および利用方法の習得などが負
担となり，後者は，HTMLに関する初心者にとって，HTML

ソースコードの記述などは，困難となる作業である．また，前
者および後者の共通の問題として，サーバからのファイルのダ
ウンロード，HTMLファイルの編集，アップロードといった
一連の作業が，煩雑な作業であると考えられる．既存に，ブラ
ウザ上からWebページの作成が可能な，レンタルホームペー
ジサービスを行っているサイトの，Webページ作成支援ツー
ル [1]などもある. しかし，決められたテンプレートに沿った
形式的なWebページしか作成できないために，ユーザはWeb

ページのレイアウトが自由にできないという問題があげられ
る．以上のような既存のWebページ作成における問題点を解
決するために，我々は，文献 [4]において，既存のWebブラ
ウザ上でオンライン編集可能なWebページ作成編集支援シス
テム，HPS（Home Page Stickies）を試作した．本論文では，
HPSの評価を行い，HPSを利用した実用的なアプリケーショ
ンを提案する．

HPSは，任意のWebブラウザ上からWebページの作成が
できることが大きな特長である．HPSを利用できるWebペー
ジの一部のフレームに，HTMLファイルを表示させると，ブ
ラウザ上から直接テキストや画像などを貼り付けることが可
能となる．また，貼り付けたテキストや画像は，自由に位置
を変更することができ，レイアウトをすることが可能である．
また，リンクの設定，表の書き込みなども可能である．また，
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HPSは，サーバ側で動くシステムであるため，ユーザがシス
テムを利用するにあたって，専用のアプリケーションを用意
する必要がない．Webブラウザからテキストや画像を貼り付
けると，即座にWebページとしてサーバに保存することがで
きる．以上により，HTMLファイルのアップロードやダウン
ロードといった煩雑な作業を省くことができる．
関連研究として，Wiki Wiki Web [3][6]があげられる．Wiki

Wiki Webとは，すべてのユーザが編集可能であり，また，簡
単に相互リンクを貼ることができるようなWebページの集合
をサポートするシステムである．Wiki Wiki Web は，既存の
Webページを，マークアップ言語を用いて，Webブラウザ上
から誰でも編集可能であるという特徴を持つ．Webブラウザ上
からWebページを作成および編集できるという点で，HPSと
関連していると言える．しかし，テキストベースのWebペー
ジを対象としている点で，Wiki Wiki Webは表や画像などを
含んだWebページの作成および編集には適しているとは言え
ない．一方，HPSでは，画像や表などを含んだWebページの
作成も可能である．
また，本アプローチの特筆すべき点は，既存のWebページ

への書き込みも可能であることがあげられる．さらに，簡単な
マウスアクションによるWebコンテンツのレイアウトを可能
にしたことにより，Webページの作成および編集にかかる時
間的コストを削減することができる．
本論文では，2章では，HPSの特長と構成について述べる．

次に，3章では，HPSの評価実験，考察を行い，4章で，HPS

を利用したアプリケーションについて詳しく説明する．最後に
5章で，本論文をまとめる．

2. Webブラウザを利用したオンライン編集
可能なWebページ作成編集支援システム

2.1 システムの特長
HPSの最大の特長は，任意のWebブラウザ上から直接Web

ページを作成することが可能となることである．具体的にHPS

が提供する機能を以下に示す．

• オブジェクトの貼り付け
ブラウザ上から，テキストや画像，表などといったオブ
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図 1: システムの実行例

ジェクトを，その属性を指定することにより，Webペー
ジ上の任意の位置に貼り付けることができる．

• オブジェクトの移動
貼り付けた全てのオブジェクトは，マウスドラッグによ
り，簡単に位置を変更することができ，レイアウトが容
易である．

• オブジェクトの編集
貼り付けたオブジェクトを選択し，属性を変更することで，
容易に指定したオブジェクトを編集することができる．

• 別ページへのリンクの作成
リンク先を指定することで，別ページへのリンクを作成
することができる．既存のWebページへのリンク作成の
ほか，ユーザがリンク先のページを新しく作成すること
も可能である．

• 付箋形式のコメントの貼り付け
付箋形式のコメントを貼り付けることができる．テキス
トや画像のオブジェクトなどと違い，コメントは，Web

ページ訪れる全ての閲覧者が貼り付けることができる．

• 既存のWebページの編集
編集したい HTML ファイルに，書き込み権限がある場
合に限られるが，HPSを利用可能となるWebページの
一部のフレームに，編集したいページを表示させること
で，既存のWebページの編集が行えるようになる．頻繁
に書き換えられるWebコンテンツを，HPSの機能を用
いて書き換えることが可能である．

HPSを利用する際に，ユーザが必要とするソフトウェアは
Webブラウザのみであり，専用のオーサリングソフトウェア
は必要としない．また，Webブラウザ上から即座にWebペー
ジが完成するため，Web サーバとの HTML ファイルのダウ
ンロードやアップロードの必要はない．さらに，FTPの知識
や HTMLの記述を一切必要としないため，ユーザにかかる負
担を大幅に減らすことが可能である．
図 1にHPSの実行例を示す．図 1は，HPSを利用するユー

ザが，Webページにテキストを書き込む例である．図 1の 1

は，テキストを書き込むためのボタン，図 1の 2は画像を貼り
付けるためのボタン，図 1の 3は付箋形式のコメントを貼り
付けるボタン，図 1の 4はオブジェクトを消去するボタン，図
1の 5はWebページを保存するためのボタンである．テキス
トを書き込む場合，ユーザは，まずテキストを書き込むための
ボタン（図 1の１）を押し，次に，テキストを書き込みたい位
置を，ダブルクリックすることで指定する．ダブルクリックに

図 2: ファイルキャッシュによる既存のページの編集

より表示された，テキストを書き込むためのウインドウ（図 1

の６）から，書き込む文字列，文字色，フォントサイズを指定
し，Webブラウザ上から書き込むことができる．画像や表を
貼り付ける際も，テキストを書き込む際と同じように，画像の
パスや，表の行数，列数などを指定することで，オブジェクト
として貼り付けることができる．ユーザは，オブジェクト貼り
付け後は，マウスでオブジェクトを選択し，表示したい位置ま
でオブジェクトを移動することができるので，Webページの
レイアウトを変更することも容易である．ユーザは，オブジェ
クトを貼り付けた後，「save」ボタン（図 1の 5）を押すことに
よってWebページを保存（作成）することができる．
また，HPSは，ユーザに書き込み権限の与えられていない，

既にWWW上で公開されているWebページについても，編
集をしたい HTMLファイルをキャッシュすることにより，編
集を行うことができる機能も提供している．この流れの詳細
は，2.2章で詳しく説明する．

2.2 ファイルキャッシュによる既存のページの編集
ここでは，既に公開されている Web ページの，ファイル

キャッシュによる編集方法について詳しく説明する．流れを，
図 2に示す．HPSを利用可能になるWebページから，ユーザ
が編集をしたいページの URLを指定すると，HPSの一部を
構成している CGIスクリプトが，その URLにアクセスする．
HTTPアクセスにより，与えられた URLの HTMLファイル
のソースを読み込む．その際，HTMLソースに記述されてい
る，リンク先の URL，および画像のパスなどを，相対パスで
記述されている箇所を，絶対パスへと書き直す．以上のように
ファイルをキャッシュし，ユーザにファイルへの書き込み権限
を与えることで，Webページの編集を実現している．システ
ムは，キャッシュしたファイルの URLをユーザに示し，今後，
ユーザが引き続き編集を継続したい場合は，その URLへアク
セスすることで編集を行うことができる．

2.3 実装方法
オブジェクトの貼り付けは，JavaScriptのイベントハンドラ

を利用して行う．オブジェクトは，すべて<div>タグにより構
成される．ユーザがオブジェクトの貼り付けアクションを起こ
すと，HPSは JavaScriptにより，対応した<div>タグを生成
する．オブジェクトの移動，編集の場合は，DOM(Document

Object Model) を利用しタグにアクセスし，CSS(Cascading

Style Sheets)を操作することによってオブジェクトをWebブ
ラウザ上に書き出す．テキストを書き込む場合を例に挙げる
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図 3: 作成してもらうWebページのテンプレート

と，ユーザがアクションを起こした場合，そのアクションの
起きた座標，書き込むテキスト，テキストのフォントなどを
JavaScriptで実装された機構が受け取る．次に，受け取った情
報をもとにして新たに<div>タグを作成し，<div>タグのDOM

プロパティを操作し，ユーザが入力した文字列を<div>タグの
内部に挿入する．その後，ユーザのフォントの指定や文字色の
指定をもとに，テキストのスタイル属性の変更を行う．以上を
利用することで，オブジェクトの貼り付けを実現している．

Webページの保存は，CGIによりオブジェクトのデータを
外部 JavaScriptファイルとして書き出すことにより行われる．
HPSでは，JavaScriptによって HTML上に書き出された隠
しフォームにオブジェクトのデータが保管されている．オブ
ジェクトのデータには，オブジェクトの個数，オブジェクトの
貼り付けられている座標，オブジェクトの高さや幅，オブジェ
クトの内容などが含まれる．ユーザが「save」ボタンを押すと，
オブジェクトのデータが CGI に送信され，CGI は，HTML

ファイルに読み込むための外部 JavaScriptファイルを作成す
る．この外部 JavaScriptファイルは，オブジェクト用の<div>

タグを HTML ファイルに書き出し，DOM や CSS を利用し
た，オブジェクトを書き出すためのファイルである．
以上のようにして作成された JavaScriptファイルを，HTML

ファイルが読み込むことによって，オブジェクトを保存，つま
り，Webページの保存をしている．

3. 実験と考察
本章では，HTMLおよび FTPに関して全く知識が無い，初

心者を対象とした実験を行った．実験の内容，および方法を以
下に詳しく述べる．

3.1 実験
小学生 29人を被験者として実験を行った．小学生には，図

3に示すような，自己紹介のWebページを作成させた．作成
させるWebページは，タイトル，顔写真，表組にした個人の
情報，および 50 字程度の自己紹介文からなるページである．
顔写真や，自己紹介文の内容などは，あらかじめ用意してお
いた．また，小学生には，システムの使用方法について説明を
行い，実験中わからないことがあった場合は，指導者に質問で
きるものとした．実験の際，システムの利用方法，また使用し
た計算機の利用方法などいくつかの質問はあったものの，小学
生は，平均約 18分 16秒で，Webページ作成できることが確
認できた．以上の評価より，Webページの作成において，ま
た，HTMLや FTPに関する知識を持たないユーザであって

も，Webページを作成可能であることが確認できる．

3.2 実験からの考察
評価実験より，HPSを利用することにより，Webページ作

成の際のユーザにかかる負担を削減できることが確認できた．
従来の HTMLオーサリングツールでは，ユーザがWebペー
ジ作成時に描いていたイメージと，完成時のイメージが一致す
る，「WYSIWYG」という性質が利点としてあげられている．
HPSでは，Webブラウザ上から直接Webページを作成する
という新しい発想から，従来の HTML オーサリングツール
よりも，高い性能のWYSIWYGを可能にしたことによって，
ユーザのレイアウトを決めるという負担を削減できたと考え
る．また，HPSでは，従来のWebページ作成および編集の一
連の作業である，HTMLファイルのダウンロード，編集，アッ
プロード，Webブラウザ上でWebページの出来映えの確認，
という，一連の作業の手間を省き，全てブラウザ上からの操作
でWeb ページを作成可能としたことで，煩雑な作業が減り，
Webページ作成および編集にかかる時間が削減できた．また，
指導者の簡単なアドバイスにより，HTML や FTP に関する
知識を持たない小学生であってもWebページを作成できると
いうことから，HPSが，高いユーザビリティを提供している
ということが言える．

3.3 実用化に関する考察
HPSを応用することで，総合学習における小学生の調べ学

習および体験学習を対象とした，Webアプリケーションの構
築が可能である [5]．総合学習とは，小学生を対象とした教育
プログラムの一環として，各学習者が個々に学習目標を定め，
問題を解決することで目標を達成する学習プログラムである．
ここで，提案したシステムを，総合学習を支援するために実
際に使用した．具体的な活動内容は，小旅行のしおりを学習
者自らがWebしおりとして作成し，そのWebしおりにした
がって旅行を行い，見学や調査を実施することで，学習目標と
してたてた問題を解決するという活動である．この総合学習
での小旅行は，小学生 5 人 1 グループとなり，公共の交通機
関を利用して，学習者が設定した目的地に向かい，自らが設定
した計画通り，目的地での見学，調査をおこない，集合場所に
戻るというものである．学習者は事前に，目的地までの路線，
乗車時刻，および乗り換え時刻などの旅程を調べ，Webしお
りを作成する．従来の体験学習のしおり作りでは，学習者が用
紙に旅程を記述し，指導者が確認を行っていたが，紙面上で，
学習者が記述した複数の旅程のすべてを確認することは，指導
者にとって負担であった．そこで，HPSを用いた実施例では，
Webを用いて学習者がWebしおりを作成し，教師がWebブ
ラウザ上で確認を行う. HPSの付箋形式のコメント貼り付け
機能により，学習者と指導者とのインタラクティブ総合学習が
可能である．

4. HPSを利用したアプリケーション
HPS を応用したWeb アプリケーションとして，レポート

作成／採点支援システムを提案する．指導者が学習者に課す
レポートは，紙面やメールなどによる提出形式がある．レポー
トの種類には様々なものがあげられるが，ここでいうレポート
は，その採点結果を学習者に通知する必要があるものとする．
また，レポートを課す者を指導者とし，課せられる者を学習者
とする．

4.1 問題提示型レポート
本章では，問題提示型レポートの作成／採点支援の方法に

ついて，詳しく説明を行う．問題提示型レポートとは，学習者
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図 4: 採点結果ページの一例

が列挙された問題について解答を行い，それぞれの問題に対す
る解答の，正解／不正解により算出された合計点が採点結果
となるレポートのことである．ここで，提出するレポートの形
式が，紙面である場合は，指導者が紙面上に，解答の正解／不
正解（以降，丸付けとする）の明示，および不正解の理由など
のコメントの記述などを行い，レポートを提出した学習者へ
返す．しかし，紙面上で採点を行う場合，レポートの量が膨大
になると，指導者にかかる負担は大きい．一方，レポートの形
式がメールである場合は，学習者の提出したレポートの解答
に丸付けをすることは難しい．よって，問題提示型のレポート
の提出形式がメールであることは少ない．ここで，HPSを利
用し，Web上でレポートを作成することで，指導者にかかる
負担を軽減する．具体的には，指導者が問題提示型のレポート
をWeb（HTMLファイル）形式で作成し，URLを学習者に
通知しておく．学習者は HPSを利用し通知された URLにア
クセスし，レポートのページに解答を書き込む．解答後，学習
者は，指導者に対し，編集後のページとして新しく作成された
HTMLファイルの URLを提出する．指導者は，提出された
URLから，学習者の解答を閲覧することができる．また，指
導者は，「○」や「×」の画像を用意しておき，学習者が作成し
たページに直接貼り付けることで，レポートの丸付けが可能で
ある．レポートの採点結果のページの一例を，図 4に示す．

4.2 記述型レポート
本章では，記述型レポートの作成／採点支援の方法につい

て，詳しく説明を行う．記述型レポートとは，レポートの問い
に対する解答が一つに決まっておらず，学習者が自由に解答を
記述できるレポートのことである．具体的には，あるプログラ
ムを作成し，そのソースコードを示せ，などというレポートで
ある．記述型レポートは，問題提示型とは違い，指導者の，レ
ポートを提出した学習者に対する採点は，主として丸付けより
も，レポートの内容に関するコメントや，学習者へのアドバイ
スが多い．例として，上述した，プログラムのソースコードを
レポートとして作成／採点する場合を考える．指導者によるレ
ポートの作成，および学習者によるレポートの解答までの手順
は，4.1章で述べた通りである．その後，指導者による採点が
行われる．プログラムのソースに誤り，または改善すべき点が
あった場合に，指導者が，その修正箇所に直接文字列やコメン
トを挿入することにより，場所を特定して，学習者に示すこと
が可能である．メール形式のレポートでは，指導者がそのメー
ルに対して返信することで，レポートに対するコメントは可能
である．しかし，メールでは，ソースコードの間に空行を挿入

し，そこにコメントや，見本となるソースコードを挿入するこ
とになり，指導者，学習者の両者に取って見づらいものとなる．

HPSを利用することの利点として，Web上での議論が可能
であることがあげられる．レポートは HTMLファイルである
ことから，Web上で公開できる形式となっており，そのペー
ジ上で，指導者，および複数の学習者が文字列，およびコメ
ントを貼り付けることにより，議論を行うことが可能である．
Web上で，指導者，および学習者が議論を進め，レポートに
手を加えていけば，議論が進むたびに成長していくようなレ
ポートを作成することができる．また，紙面やメール形式での
レポートでは，複数の指導者による採点は難しいものである．
具体的には，レポートを複製するという負担がかかることや，
レポートに対するコメントやアドバイスが，重複する可能性が
あるという問題点がある．一方，HPS ではWeb 上で動的に
レポートが採点されるため，複数指導者による採点において，
以上のような問題を解決することが可能である．

5. おわりに
本論文では，従来のWebページ作成および編集の際，ユー

ザに必要となる一連の作業の負担であるという問題を解決す
るための，オンライン Web ページ作成機構について説明し
た．HPSを利用し，Webサーバからの HTMLファイルのダ
ウンロード，WebサーバへのHTMLファイルのアップロード，
および，Webページの出来映えの確認などの負担が軽減され
ることを述べた．次に，小学生を対象とした評価実験を行い，
HTMLや FTPに関して知識を持たないユーザでも，HPSを
利用することにより，Webページを作成できることを確認し，
HPSの有効性を示した．また，HPSを利用した実用的なアプ
リケーションとして，レポート作成／採点システムを提案し
た．このアプリケーションでは，紙面でのレポートの形式に比
べ，作業にかかる時間的コストが少なく，また，メール形式の
場合に比べ，採点結果が見やすいことなどを挙げた．さらに，
Webページ上での議論により，レポートを成長させることが
できることを利点として述べた．
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